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青山学院大学総合研究所 

2026 年度研究ユニット募集要項 

  

 

青山学院大学総合研究所規則の研究所の目的「総合研究所は、統合研究機構が策定する

全学的な研究推進に係る方針に基づいて、青山学院大学の教育研究との有機的な関係のも

とに広く学術を統合し、各専門領域及び学術領域の研究を行うほか、国内外の大学及び研

究機関との交流を図り、社会と学術文化の進展に寄与することにより、本学の教育研究の

基礎を培い、その水準を高めるために学内資金による研究ユニットを設置し、研究活動を

行うことを目的とする。」に基づき、研究ユニットの募集を行います。 

 

1. 研究内容の要件 

総合研究所を代表して行う社会性の高い研究で、緊急性、または斬新で画期的な企画と

認められる研究であり、本研究所の趣旨・特色を充分に活かして企画された研究で、一人

又は複数の研究者で組織する研究とします。 

 

2. 応募区分（募集研究ユニット） 

Ⅰ. 一般研究 Aユニット（予算総額 1,500 万円以上） 

Ⅱ. 一般研究 Bユニット（予算総額  600万円以上 1,500 万円未満） 

Ⅲ. 一般研究 Cユニット（予算総額  600万円未満） 

Ⅳ. キリスト教文化研究ユニット（予算総額 600 万円以下） 

※研究期間は 2年～3 年とし、研究期間終了後１年以内に必ず研究成果刊行（市販本、オー

プンアクセス書籍もしくは報告論集）を行うものとします。 

※予算総額は、研究期間内の研究費＋研究成果刊行に要する費用（市販本、オープンアクセ

ス書籍を希望する場合：200 万円以内、報告論集を希望する場合：20 万円以内）です。 

  

3. 研究組織 

① ユニットリーダー： 

本学に所属する教授または准教授で研究ユニットの研究成果刊行終了まで責任が持て

る者とします。 

② ユニット構成員： 

・ 本学の専任教員 

・ 他の大学、独立行政法人、各種研究機関等に所属する研究者 
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・ その他、専門分野における修士以上の学位又は実務に関する最新の知識、 

豊富な経験若しくは優れた業績を有すると認められる者 

 

※ 研究ユニット採択決定後、本学専任教員は本研究所の兼担所員となります。 

本学専任教員以外は本研究所の客員研究員、または、特別研究員として受け入れるこ

とができます。 

※ 研究ユニット構成条件：本学専任教員（有期契約教員を含む）が 5 割以上であること。 

 なお、研究期間中にユニット構成員の要件を満たせなくなる場合は、継続の申請はでき

ません。 

 

4. 研究ユニット設置申請方法および関連事項 

 

■ 申請書類：「青山学院大学総合研究所 2026 年度研究ユニット設置申請書」 

■ 申請受付期間 

 

2025 年 9 月 19 日（金）～ 2025 年 10 月 3 日（金） 

 

■ 留意事項 

⚫ 必ずユニットリーダーが手続きをしてください。 

⚫ 申請書様式は下記 URLから DLしてください。 

研究者向け情報WEB「総合研究所 研究ユニット」 

http://rs.aoyama.ac.jp/soken/unit.html 

⚫ E-mail 添付にて、下記の通りご申請ください。 

提出先 E-mail アドレス： agu-tkk @aoyamagakuin.jp 

宛先： 総合研究所担当 宛 

メール件名： 「2026 年度研究ユニット設置申請」 

⚫ 申請書は可能な限り専門的な語句は控え、一般的な表現で記載してください。 

 

5. 審査について 

(1) 書類審査および必要に応じてヒアリングを行い、総合研究所運営委員会で審議し、所

長が決定します。 

(2) ヒアリングを実施する場合は、E-mail にてユニットリーダーに通知いたします。必

ずユニットリーダーがご出席ください。 

(3) 審査の結果については、12 月～1 月中に結果にかかわらずユニットリーダー宛に

E-mailにて通知いたします。 

  

http://rs.aoyama.ac.jp/soken/unit.html
mailto:agu-tkk%20@aoyamagakuin.jp
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6. 活動上の注意事項 

(1) 研究経費の使途 

研究経費については、「青山学院大学総合研究所研究ユニット細則」（以下、細則と

いう）第 9 条に従うこととします。 

(2) 研究ユニットの評価および活動の継続 

研究ユニットは、毎年、運営委員会による評価を受けなければなりません。活動の継

続または停止および研究費予算は同委員会の評価結果に基づき決定されます。なお、研

究ユニット停止の場合は使用した研究経費の返還を求めることがあります。 

(3) 研究成果刊行 

ユニットリーダーは研究期間終了後１年以内に必ず研究成果刊行（市販本、オープ

ンアクセス書籍もしくは報告論集）を行うものとし、刊行物は運営委員会の評価を受

けます。 

注：研究成果刊行が期限内に実施されない場合、総合研究所運営委員会は、当該研

究ユニットが使用した研究費の返還を求めることがあります。 

(4)「総合研究所報」への研究成果の寄稿および広報活動の参加義務 

ユニットリーダーには、毎年、「総合研究所報」に研究報告（ページ数 1～2）の執

筆をお願いいたします。日本文または英文でお願いいたします。 

また、総合研究所の広報活動等に積極的に協力をお願いいたします。 

(5) 研究倫理教育の受講の徹底 

昨今のコンプライアンス意識の高まりを受け、ユニット申請要件に研究倫理教育受講

を義務付けております。本学所属の専任教員は本学指定の研究倫理教育を必ずご受講く

ださい。また本学に所属していないユニット構成員は、事前に所属先研究機関の研究倫

理教育を受講していること、若しくは、「科学の健全な発展のために－誠実な科学者の

心得－」を通読することを申請要件とします。ユニットリーダーはユニット構成員が全

員研究倫理教育を受講していることを必ず確認してください。 

【ご参考】科学の健全な発展のために－誠実な科学者の心得－ 

https://www.jsps.go.jp/j-kousei/rinri.html 

  

https://www.jsps.go.jp/j-kousei/rinri.html
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7. その他 

(1) 研究期間終了年度、または、研究期間終了の翌年度には、ユニットリーダーは予算規

模に見合う外部資金（科研費代表者等）に応募することを条件とします。 

(2) 同一人が、同時に 3 つ以上の研究ユニットの構成員になることは出来ません。また、

2 つ以上のユニットリーダーになることは出来ません。 

(3) 研究ユニット構成員（専任教員）に学内研究制度（在外研究、国内研究、特別研究期

間制度）の適用者がいる場合は、併任許可手続が必要となりますので、該当者は届け出て

ください。 

(4) 同一テーマ（それに準ずると認められる場合も含む）による研究ユニットの再設置は

認めていません。 

(5) 提出書類にある氏名・所属・研究内容等は、広報活動のため、総合研究所、大学、学

院が作成する刊行物ならびにWeb 上に適正な範囲で公表されることになりますので、予

めご承知おきください。 

(6) 本研究ユニットの研究成果を発表する場合には、青山学院大学総合研究所により助成

を受けたことを必ず表示してください。また、論文の Acknowledgement（謝辞）には、

青山学院大学総合研究所の助成を受けて行った研究の成果であることを必ず記載してく

ださい。 

(7) 提出書類は学院の個人情報保護の取り扱いに準じます。 

 

以 上 

 

＜問い合わせ先＞ 

研究推進部研究推進課 

                           E-mail：agu-tkk@aoyamagakuin.jp           

TEL：03-3409-7472、内線：12031、12032 

            相模原事務部研究推進課 

                       E-mail：kenkyuusienu@aoyamagakuin.jp       

               TEL：042-759-6056、内線：42094 


